
THE CHEAT (Jesse L. Lasky Feature Play Co., 1915)
チート
監督：セシル・Ｂ・デミル

出演：イーディス・ハーディ：ファニー・ウォード

ヒシュル・トリ／ハラ・アラカウ：早川雪洲

リチャード・ハーディ：ジャック・ディーン

■解説

　1915 年 12 月に公開されたセシル・Ｂ・デミル監督作品『チ

ート』は、アメリカのみならず、むしろそれ以上にフランスで

大ヒットしたメロドラマだが、当時日本では公開されることが

なかった（後年の自主上映等は除く）。その理由ははっきり

している。早川雪洲演じる社交界に出入りする金持ちの日

本人ヒシュル・トリがあまりにも残虐に描かれており、国辱映

画と日本でみなされたためだ。その神秘性と残虐性があい

まってアメリカの白人女性を熱狂させたといわれるこの作品

だが、在米の日本人や日系人からは多くの反発があり、雪

洲はロサンゼルスの邦字新聞に一種の謝罪広告まで出した

という（野上, 69）。
　いうまでもないが、『チート』には当時の社会情勢や（国

際）政治情勢が色濃く反映している。在米の日本人や日系

人による反発の背景には、1913 年に議会を通過した日系人

の土地所有禁止法案に代表される反日・排日的な法案の

施行やそれを支える（白人）市民感情があった（野上, 68-
72; Higashi, 124-5）。1918 年 11 月の字幕 （インター・タイト

ル）を差し換えての再公開にも様々な社会情勢や（国際的

な）政治情勢が影を落としている。

　1915 年の公開時、早川雪洲の役柄は日本人という設定だ

ったが、1918 年の再公開時には、「ビルマの象牙王ハラ・ア

ラカウ」に変更された。この改変には複雑な事情が絡んで

いるにちがいないが、第一次大戦中の 1917 年、アメリカが

連合国側に加わり日米が同盟関係になったため、という説

が有力なようである（Higashi, 127; 村上, 19）。
 『チート』における早川雪洲の演じる人物設定の変更は、

その物語にはさして影響をおよぼしていない（他の出演作

でも彼は日本人に限らず様々なアジア人を演じていた）。

重要なのは人物設定よりも物語のプロットである。善人か悪

人かの違いはあっても、早川雪洲が演じる日本人／アジア

人と白人女性の恋愛が成就することは決してなかった。

『チート』公開のおよそ 20 年後に施行されるヘイズ・コード

（映画製作会社による自主検閲機構が制定した映画製作倫

理規定）でいわば正式に禁じられる以前から、異人種間結婚

（miscegenation）は事実上禁じられていたのだといってよい。

そして禁じられているがゆえに、そうした決して成就しない恋

愛物語への欲望は強化され、反復された。スティーヴン・ゴ

ンは次のようにいっている。

［雪洲の演じる役は］相手が青木鶴子のときは別として、

最後に決まってヒロインをあきらめるような設定だった。

こういったかずかずの役柄から、何事にも秀でた東洋人

が白人のヒロインと恋に落ち、結末で彼女のために自ら

を犠牲にする、というハリウッドの新しいステレオタイプが

できあがった。アメリカ女性たちはこういった物語を通じ

て違う人種の男性との恋愛という禁断の木の実の味を味

わったのである。（ゴン，15．［  ］内は引用者による補

足）

このゴンのいう「ハリウッドの新しいステレオタイプ」は、雪洲

が主演したフランス映画で、より洗練されたかたちで反復さ

れる。

　1924 年製作のロジェ・リオン監督作品『犠牲』（J’ai tue）に

おいて彼が演じる日本人は、物語の最後で自己犠牲によって

愛する女性 (邸宅に住み込ませてもらい生活の援助を受けて

いる東洋美術研究家の妻) の窮地を救うと、一人静かに彼女

のもとを去る。1993 年にシネマテーク・フランセーズで、修復

されたばかりのこの作品を見た蓮實重彦はこういっている。

三十五歳の主演作『犠牲』の早川雪洲はまさに男盛り

のスターとして揺るぎなく輝いている。ハリウッドで多くの

女性ファンを惹きつけていた時代のやや誇張された東洋

趣味はここにはない。パリの社交界の華麗な男女に囲ま

れ、寡黙な日本人をごく自然に演じているその落ち着き

払った振る舞いに接して、この神話的な大スターの魅力

に初めて触れた思いがしたのである。

もちろん自己犠牲的で「寡黙な日本人」というのもひとつの

ステレオタイプには違いないが、この作品での彼は、体格こ

そフランス人男優に劣るものの、その存在感では確かに彼ら

を圧倒している（この修復されたフィルムは 1997 年に「日仏

映画交流 100年」特集上映の中の1本として東京日仏学院な
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どで上映された）。1)

　公開当時（白人）女性観客を魅了した『チート』にジェンダーの問題系を導入したスミコ・ヒガシは、ファ

ニー・ウォード演じるハーディの人物設定が当時の「新しい女性」像を反映しているという指摘をしている。

さらに、彼女はこう議論する。当時の現実の社会はまだ白人男性が支配しており、その覇権の下ではウォ

ード演じる（白人の）「新しい女性」も、早川雪洲演じる日本人（黄色人）男性も弱い立場に置かれており、

そうした点において共通項のある二人が、この作品では映像的には同じように撮られている（華美な服装、

日本間での陰影の強調、畳の上に倒れたときの二人の姿態）、と。彼女の議論は、人種、ジェンダー、階

級といった問題を扱う政治的なアプローチと、映画の表現スタイルを問題にする美学的アプローチを接合

させており、多文化主義的な映画（作品）研究としても興味深い。

　『チート』は、芸術的・技術的には、公開当初から高く評価された。なかでも、プロデューサーのジェシ

ー・L・ラスキーが『チート』の宣伝文句（“The picture should make a new era in lighting as applied to screen
production.”  Bordwell, et al., 225）として利用もしたその照明の芸術的効果は、ハリウッドばかりでなく、パリ

でも注目され、映画関係者に多くの影響を与えた。映画史家ジョルジュ・サドゥールは、その大著『世界映

画全史』のなかで、パリで「あらゆる人々から、これまで知られていない新しい芸術の傑作として讃えられ

た」（56）『チート』の照明に関して、「デミルは、非常に入念な方法で人工照明による表現力の可能性を

利用した。卓越した撮影技師に助けられて彼は＜芸術写真＞の手段を利用した。すなわち、明暗効果、

射影、逆光によるシルエット、レンブラント式の照明、黒い背景を前にした煙の効果、下から顔にあてる照

明などである」（86）と記している。2)

　『チート』が公開された 1915 年は、映画史的には、照明技術が大きく変革した年として記録されている

(Bordwell, et al., 224)。そして、その大変革は、『チート』を含む 1915 年にラスキー社で製作されたデミルの

作品に帰される。そのため、17 世紀のオランダの画家で卓越した明暗の表現で知られるレンブラントの名

が引き合いに出されることの多い照明効果、つまり、一方向から強い照明を当てることで影を強調する全

体として暗い調子の画面を作り出す照明効果は、より一般的にはその製作会社の名前をとって「ラスキー

照明」と称され、他の製作会社の作品にも多く用いられた (Ibid., 224-5; Koszarski, 228)。
　こうした照明による表現力の深化を、デミルや彼と共に働いた撮影監督のアルヴィン・ワイコフ、芸術監督

のウィルフレッド・バックランドら個々人の才能だけに帰することはできない。それよりむしろ、効果的なスポ

ットライトとして利用できるだけの強い光源となるアーク・ライトの改良、つまりテクノロジーの進歩に負うとこ

ろがより大きいはずである（Bordwell, et al., 274-5）。

■註

1) 興味深いことに、この『犠牲』や、初期の代表作『タイフーン』（トマス・H・インス監督作品, 1914）にも、『チート』と

同様、クライマックスに法廷シーンがある。

2) 『チート』がパリ／フランスの映画界に与えた衝撃の大きさについては、サドゥールの 125-30 頁が詳しい。また、『チー

ト』は照明だけでなく、編集（カッティング）や画面構成（フレーミング）においても高く評価されている。とりわけその

「心理学的編集」は、アベル・ガンスらにも影響を与えたとされる（Nowell-Smith, 34; Higashi, 123）。
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